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安
倍
政
権
が
十
二
日
に
決
め
た
与
党
税
制
改

正
大
綱
は
、
左
表
の
と
お
り
、
消
費
税
の
軽
減

税
率
導
入
時
期
は
事
実
上
先
送
り
、
庶
民
の
足

軽
自
動
車
税
は
１
・
５
倍
、
高
額
給
与
所
得
者

の
給
与
所
得
控
除
縮
小
等
、
個
人
は
負
担
増
の

一
方
、
大
企
業
向
け
に
は
復
興
法
人
税
の
一
年

前
倒
し
廃
止
や
交
際
費
の
半
額
非
課
税
、
特
区

の
研
究
開
発
減
税
上
積
み
、
設
備
投
資
減
税
等
々

手
厚
い
「
お
も
て
な
し
」
で
す
。

こ
の
ほ
か
に
も
、
航
空
業
界
か
ら
「
特
定
企

業
へ
の
優
遇
」
と
の
批
判
も
無
視
し
、
経
営
難

の
Ｊ
Ｒ
北
海
道
に
は
目
も
く
れ
ず
、
Ｊ
Ｒ
東
海

に
は
リ
ニ
ア
新
幹
線
の
土
地
取
得
税
の
免
除
で
、

１
８
４
億
円
も
の
大
盤
振
る
舞
い
で
す
。

ま
た
、
数
千
億
円
と
も
言
わ
れ
る
新
関
西
空

港
の
売
却
益
に
は
、
売
却
時
一
括
課
税
で
は
な

く
、
受
取
時
期
ご
と
の
課
税
の
特
例
で
事
実
上

負
担
軽
減
を
図
る
等
の
優
遇
も
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
「
お
も
て
な
し
」
を
受
け
、
経
団

連
・
米
倉
会
長
は
「
経
済
の
活
性
化
・
好
循
環

に
資
す
る
内
容
が
数
多
く
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
」

と
歓
迎
し
て
い
ま
す
。

「
消
費
税
増
税
は
社
会
保
障
充
実
の
た
め
」

の
う
た
い
文
句
と
は
裏
腹
に
、
社
会
保
障
プ
ロ

グ
ラ
ム
法
で
は
、
１
４
年
度
以
降
７
０
〜
７
４

歳
の
窓
口
負
担
を
２
割
に
引
上
げ
、
高
額
療
養

費
の
負
担
上
限
額
引
上
げ
等
医
療
改
悪
、
介
護

で
の
要
支
援
者
切
捨
て
、
年
金
の
引
下
げ
と
支

給
開
始
年
齢
引
上
げ
等
々
、
削
減
・
改
悪
の
オ

ン
パ
レ
ー
ド
で
す
。

税
制
大
綱
で
は
「
景
気
回
復
の
実
感
は
中
小

企
業
や
地
域
経
済
に
は
十
分
浸
透
し
て
い
な
い

と
指
摘
さ
れ
て
い
る
」
と
し
な
が
ら
も
、
Ｇ
Ｄ

Ｐ
改
善
の
要
と
も
い
え
る
個
人
消
費
を
冷
え
込

ま
せ
る
消
費
税
増
税
や
社
会
保
障
改
悪
。
低
所

得
者
対
策
の
一
万
円
〜
一
万
五
千
円
を
一
度
だ

け
配
る
だ
け
で
は
、
「
焼
石
に
水
」
の
効
果
も

期
待
で
き
ま
せ
ん
。

こ
の
税
制
大
綱
に
は
、
年
金
申
告
不
要
制
度

見
直
し
、
ゴ
ル
フ
会
員
権
譲
渡
損
の
来
年
四
月

以
降
損
益
通
算
不
可
、
徴
収
の
猶
予
見
直
し
等

も
あ
り
、
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

▼
「
違
憲
状
態
」
の
選
挙
で
掠

め
取
っ
た
多
数
の
議
席
を
背
景
に

「
今
で
し
ょ
」
と
ば
か
り
に
秘
密

保
護
法
を
国
会
で
ゴ
リ
押
し
。

「
お
も
て
な
し
」
＝
裏
ば
か
り
の

国
民
弾
圧
法
が
施
行
さ
れ
れ
ば
、

「
じ
ぇ
じ
ぇ
じ
ぇ
」
＝
Ｊ
・
Ｊ
・
Ｊ
。
ジ
ャ
パ

ン(

日
本)

の
ジ
ョ
ー
ク
も
ジ
ャ
ッ
ク
さ
れ
、
暗

く
窮
屈
な
社
会
に
な
り
か
ね
な
い
▼
こ
の
悪
法

強
行
の
次
に
は
、
ア
メ
リ
カ
と
と
も
に
戦
争
に

参
加
す
る
集
団
的
自
衛
権
行
使
が
解
釈
改
憲
で

企
ま
れ
、
そ
の
た
め
に
内
閣
法
制
局
長
官
の
首

は
す
げ
替
え
済
み
▼
秘
密
保
護
法
の
強
行
で
は
、

大
き
な
国
民
諸
各
層
の
反
対
の
「
輪
」
が
で
き
、

そ
の
広
が
り
は
法
案
強
行
後
も
続
い
て
い
る
。

６
０
年
安
保
以
来
と
比
喩
さ
れ
る
ほ
ど
盛
り
上

が
り
、
初
め
て
デ
モ
に
参
加
し
た
若
者
た
ち
も

数
多
く
生
ま
れ
た
。
一
点
共
闘
が
広
範
囲
な
統

一
戦
線
に
結
び
つ
く
可
能
性
を
感
じ
さ
せ
、
ま

さ
に
燎
原
の
火
の
勢
い
で
あ
る
▼
国
民
よ
り
国

家
を
大
事
に
す
る
国
家
主
義
・
全
体
主
義
を
志

向
す
る
安
倍
政
権
の
狙
い
は
戦
争
を
す
る
国
。

こ
れ
に
対
し
て
、
暮
ら
し
・
平
和
・
民
主
主
義

を
守
り
発
展
さ
せ
る
た
め
、
民
主
勢
力
が
大
き

な
「
輪
」
を
つ
く
り
、
国
民
本
位
の
政
治
を
め

ざ
す
。
反
動
安
倍
政
権
に
「
倍
返
し
」
の
反
撃

の
と
き
が
き
た
。
来
年
こ
そ
は
と
、
除
夜
の
鐘

を
し
み
じ
み
聞
く
。

安
倍
政
権
が
国
家
安
全
保
障
戦
略(

Ｎ
Ｓ
Ｓ)

、

新
防
衛
大
綱
、
中
期
防
衛
力
整
備
計
画
を
閣
議

決
定
し
ま
し
た
。

そ
の
内
容
は
「
我
が
国
と
郷
土
を
愛
す
る
心

を
養
う
」
と
い
う
愛
国
心
を
国
民
に
押
し
付
け
、

未
亡
人
製
造
機
と
揶
揄
さ
れ
る
オ
ス
プ
レ
イ
十

七
機
を
含
む
軍
備
増
強
や
、
国
連
軍
で
あ
る
韓

国
軍
に
銃
弾
を
提
供
す
る
な
ど
「
武
器
輸
出
三

原
則
」
の
な
し
崩
し
的
廃
止
等
、
日
本
を
「
戦

争
す
る
国
」
に
す
る
も
の
で
す
。

ま
た
、
安
倍
政
権
は
、
特
定
秘
密
保
護
法
に

続
き
「
団
体
の
活
動
」

と
し
て
「
組
織
に
よ

り
」
共
謀
す
る
と
、

実
行
し
な
く
て
も
罰

せ
ら
れ
る
「
共
謀
罪
」

を
性
懲
り
も
な
く
模

索
し
て
い
ま
す
。

国
民
の
「
軍
事
費

を
削
っ
て
福
祉
を
」
の
声
に
逆
行
し
、
数
年
ぶ

り
に
増
額
し
た
昨
年
度
よ
り
も
大
き
く
軍
事
費

を
増
や
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
中
期
防
衛
力
整
備
計
画
で
は
、
５
年

間
で
二
十
四
兆
六
千
七
百
億
円
と
、
前
回
と
比

べ
１
兆
円
超
も
増
や
し
て
い
ま
す
。

中
国
や
北
朝
鮮
を
「
脅
威
」
と
し
、
外
交
に

よ
る
話
合
い
等
の
努
力
は
殆
ど
せ
ず
に
、
も
っ

ぱ
ら
軍
備
増
強
で
は
、
北
東
ア
ジ
ア
の
平
和
を

の
ぞ
む
日
本
国
民
の
意
思
に
そ
む
く
ば
か
り
か
、

緊
張
関
係
を
よ
り
深
刻
化
さ
せ
る
だ
け
で
す
。

安
倍
政
権
が
頼
り
に
す
る
ア
メ
リ

カ
の
世
論
は
、
右
表
の
と
お
り
一
般

で
６
７
％(

昨
年
比
２
２
％
減)

、
有

識
者
で
７
７
％(

同
１
６
％
減)

と
日

米
安
保
維
持
は
急
減
し
て
い
ま
す
。

軍
拡
路
線
で
は
、
日
米
大
企
業
と

政
治
家
は
潤
っ
て
も
、
一
般
国
民
に

は
平
和
の
危
機
を
増
す
だ
け
で
す
。

東
大
阪
支
部
ビ
ラ
の
「
職
能
報
告
」

そ
の
他
に
よ
れ
ば
…
。

法
人
で
は
、
事
前
通
知
で
意
味
の

な
い
こ
と
の
棒
読
み
、
お
互
い
納
得

し
て
い
る
の
に
犯
罪
捜
査
並
み
の
無

意
味
な
書
類
作
成
。
昨
年
少
し
減
っ

た
調
査
件
数
も
元
に
戻
っ
た
感
じ
…
。

不
正
・
無
通
知
事
案
低
下
と
の
尻
た

た
き
も
あ
る
よ
う
で
す
。

個
人
で
は
「
行
政
指
導
」
の
名
の

下
に
、
訳
の
わ
か
ら
な
い
お
尋
ね
文

書
を
送
り
修
正
申
告
の
勧
奨
。
消
費

税
事
案
で
の
尻
た
た
き
。
確
申
期
で

も
調
査
日
数
確
保
を
せ
ま
る
と
か
…
。

徴
収
で
は
、
消
費
税
滞
納
者
へ
の

全
件
臨
戸
を
優
先
。
一
人
二
百
件
以

上
分
担
し
再
任
用
職
員
も
同
じ
件
数
。

内
部
担
当
も
や
ら
さ
れ
る
と
か
…
。

管
理
運
営
部
門
は
、
い
よ
い
よ
大

変
。
こ
の
ま
ま
で
は
プ
ロ
パ
ー
が
い

な
い
職
場
が
多
く
な
る
か
も
…
。

十
二
月
初
旬
。
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
タ
イ

ム
に
職
員
全
員
を
集
め
て
副
署
長
が
伝
達
。
内

容
は
誤
発
送
で
の
注
意
喚
起
。
Ａ
４
版
２
枚
の

局
総
務
課
長
か
ら
署
長
宛
文
書
で
説
明
し
た
署

も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

こ
れ
を
受
け
、
某
署
で
は
、
担
当
者
が
ま
ず

チ
ェ
ッ
ク
し
、
同
部
門
の
他
の
職
員
が
チ
ェ
ッ

ク
、
そ
れ
を
統
括
官
が
チ
ェ
ッ
ク
、
そ
れ
を
ま

た
総
務
係
長
が
チ
ェ
ッ
ク
す
る
四
段
階
チ
ェ
ッ

ク
が
計
画
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

京
滋
支
部
ビ
ラ
に
よ
れ
ば
、
督
促
状
を
誤
発

送
し
た
職
員
が
「
Ｃ
」
評
価
さ
れ
た
他
局
の
管

運
部
門
職
員
の
例
が
報
じ
ら
れ
、
新
人
事
評
価

制
度
と
結
び
つ
け
、
過
酷
な
定
員
削
減
問
題
や
、

研
修
不
足
の
な
か
で
の
窓
口
一
元
化
で
の
諸
問

題
等
、
管
運
部
門
の
切
実
な
矛
盾
、
諸
問
題
が

指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

消
費
増
税
で
納
税
者
の
不
満
が
つ
の
る
な
か

で
、
ま
す
ま
す
形
式
化
し
画
一
化
す
る
国
税
の

職
場
。
が
ん
じ
が
ら
め
の
締
め
付
け
や
異
常
な

管
理
体
制
。
現
職
の
浮
か
な
い
顔
の
一
因
に
、

こ
う
し
た
背
景
も
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

(12月26日発送)

－１－
－４－

発行責任者

志形 明秀

創立50周年となった大阪税経新人会がいかのとおり、

記念式典を開催しますので、ご案内します。

日時：2014年１月18日(土)

13:00～ 記念式典

14:00～ 記念講演 伊藤 真弁護士 「税理士と

憲法－法律家として税理士に求められるもの」

17:00～記念レセプション

場所：大阪弥生会館 北区芝田町2-4-53 ☎06-6373-1841

参加費：7,000円



◆臨時国会で成立した主な悪法
国家安全保障会議(日本版ＮＳＣ)設置法 首相の下に国の全ての情報と権限を集中

特定秘密保護法 秘密を特定し、漏えい者等への罰則強化

産業競争力強化法 規制緩和や優遇税制で‘世界一企業が活動しやすい国’へ

国家戦略特区法 特区をつくり規制緩和や優遇税制で大企業を支援

社会保障プログラム法 医療、介護、年金等改悪方向と手順を定める

電気事業法改定 電力会社との資本関係維持のまま「発送電分離」を容認

自衛隊法改定 海外で自衛隊による邦人の陸上輸送を可能に

高校無償化廃止法 高校授業料の無償化を廃止

国土強靭(きょうじん)化法 「防災・減災」の名のもとに大型公共事業を推進

薬事法・薬剤師法改定 医薬品のインターネット販売を解禁

海賊多発海域での日本船舶警備特措法 海賊を理由に日本船舶に武装民間警備員の乗船を認める

首都直下地震対策特措法 地震対策で大型開発に根拠を与え市街地対策は市町村任せ

生活保護法改定 申請時書類提出義務づけ、親族の扶養義務強化、申請抑制

生活困窮者自立支援法 「就労支援」名目で保護が必要な人を遠ざける

研究開発力強化法改定 有期契約の無期転換を５年から10年に

独占禁止法改定 公正取引委員会の審判制度を廃止する

農地中間管理機構法 農地を集積集約し、企業参入を認める

◆補正予算案 5.5兆円の内訳

↓女性・若者・高齢者向け5.6％

復興・防災等 57.4％

↑消費増税対策 11.1％ 　↑競争力強化策 25.9％

　　　　2013年度 　　　　2014年度

予算額 対前年比 予算額 対前年比

社会保障関係費 29兆1224億円 10.4% 30兆5175億円 4.8%

文教及び科学振興費 5兆3687億円 ▲0.8％ 5兆4421億円 1.4%

恩給関係費 5045億円 ▲11.7％ 4443億円 ▲11.9％

地方交付税交付金等 16兆3927億円 ▲1.2％ 16兆1424億円 ▲1.5％

防衛関係費 4兆7538億円 0.8% 4兆8848億円 2.8%

公共事業関係費 5兆2853億円 15.6% 5兆9685億円 12.9%

経済協力費 5150億円 ▲1.3％ 5098億円 ▲1.0％

中小企業対策費 1811億円 0.5% 1853億円 2.3%

エネルギー対策費 8496億円 4.3% 9042億円 13.5%

食料安定供給関係費 1兆 539億円 ▲4.5％ 1兆 507億円 ▲0.3％

その他事項経費 5兆9931億円 ▲4.2％ 6兆1526億円 2.7%

予備費 3500億円 － 3500億円 －

国債費(借金の返済) 22兆2415億円 1.4% 23兆2702億円 4.6%

合計 92兆6115億円 2.50% 95兆8823億円 3.5%

補
正
予
算
案
は
５
兆
４
６
５
４
億
円
。
そ
の

８
３
％
は
復
興
・
防
災
、
競
争
力
強
化
等
大
企

業
向
け
。
消
費
増
税
対
策
は
６
千
億
円
余
、
女

性
・
若
者
・
高
齢
者
向
け
は
３
千
億
円
で
す
。

補
正
予
算
で
補
う
べ
き
は
弱
者
救
済
と
震
災

復
興
の
筈
な
の
に
、
弱
者
救
済
は
１
万
円
〜
１

万
５
千
円
を
一
度
配
る
だ
け
。
復
興
予
算
は
流

用
さ
れ
、
国
内
立
地
推
進
事
業
費
補
助
金
の
８

割
が
、
自
民
党
に
献
金
し
た
大
企
業
に
恩
恵
を

与
え
る
旧
来
の
自
民

党
型
政
治
の
復
活
が

露
骨
な
補
正
予
算
の

中
身
と
な
り
ま
し
た
。

史
上
最
大
の
９
５
兆
８
８
２
３
億
円

と
い
う
２
０
１
４
年
度
予
算
が
、
閣
議

決
定
さ
れ
ま
し
た
。

社
会
保
障
が
４
・
８
％
増
え
て
い
ま

す
が
、
自
然
増
１
兆
円
を
生
活
保
護
抑

制
等
で
６
千
億
円
に

抑
え
込
む
な
ど
、

「
消
費
増
税
は
社
会

保
障
充
実
の
た
め
」

の
口
実
も
投
げ
捨
て

ら
れ
て
い
ま
す
。

一
方
、
大
企
業
に

は
公
共
事
業
１
２
・

９
％
増
な
ど
の
大
盤

振
る
舞
い
で
す
。

ま
た
、
安
倍
内
閣

に
な
っ
て
か
ら
は
、

２
０
１
２
年
度
ま
で
減
っ
て
い
た
防
衛
予
算
が
、

１
３
年
０
・
８
％
増
、
１
４
年
２
・
８
％
増
と

露
骨
に
増
や
し
て
い
ま
す
。

消
費
増
税
が
転
嫁
出
来
ず
に
苦
し
む
中
小
企

業
対
策
は
、
昨
年
の
０
・
５
％
か
ら
２
・
３
％

に
増
や
し
て
い
ま
す
が
、
金
額
で
は
４
２
億
円

で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

地
方
財
政
で
は
「
地
域
の
元
気
創
造
事
業
費
」

５
０
０
億
円
増
や
、
共
通
番
号
準
備
に
３
１
１

億
円
が
新
た
に
つ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

医
療
で
は
、
既
に
７
０
歳
を

超
え
て
い
る
人
は
該
当
し
ま
せ

ん
が
、
来
年
四
月
以
降
に
７
０

歳
に
な
る
人
か
ら
、
窓
口
負
担

が
２
割
に
な
り
ま
す
。

年
金
支
給
額
は
１
％
減
額
し
、

厚
生
年
金
保
険
料
は
引
上
げ
、

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険

料
引
上
げ
、
生
活
保
護
削
減
の

継
続
も
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

雇
用
不
安
が
深
刻
な
の
に
、

雇
用
維
持
支
援
の
雇
用
調
整
助

成
金
を
半
減
し
、
リ
ス
ト
ラ
支

援
の
労
働
移
動
支
援
助
成
金
は

１
・
９
億
円
か
ら
３
０
１
億
円

と
増
や
し
、
「
雇
用
の
流
動
化
」

を
促
進
し
、
リ
ス
ト
ラ
を
や
り

や
す
く
し
て
い
ま
す
。

福
祉
・
医
療
等
、
国
民
の
負

担
を
増
や
し
、
高
齢
化
で
自
然

に
増
え
る
社
会
保
障
費
を
、
削

れ
る
だ
け
削
り
込
ん
で
も
、
国

債
の
発
行
は
過
去
最
高
の
１
８
０
兆
円
に
達
す

る
見
込
み
で
す(

上
表)

。

「
軍
事
費
を
増
や
し
て
社
会
保
障
を
削
る
」

安
倍
政
権
の
予
算
は
、
財
界
・
大
企
業
に
は
多

大
な
る
恩
恵
を
与
え
、
憲
法
９
条
を
事
実
上
無

視
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
生
活
保
護
費
の
削
減

等
は
、
憲
法
２
５
条
に
違
反
し
ま
す
。

憲
法
に
違
反
す
る
諸
施
策
を
、
「
解
釈
改
憲
」

で
強
行
す
る
安
倍
政
権
の
暴
挙
は
、
こ
の
予
算

案
に
も
如
実
に
顕
わ
れ
て
い
ま
す
。

税
制
大
綱
に
関
わ
り
、
朝
日
新
聞
は
「
個
人

の
家
計
や
働
き
方
よ
り
も
、
企
業
の
活
動
を
よ

り
優
遇
す
る
経
済
政
策
」
と
報
じ
ま
し
た
。

左
表
の
と
お
り
、
１
４
年
度
以
降
は
公
的
年

金
控
除
額
の
引
下
げ
や
医
療
費
控
除
の
縮
小
も

検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。
公
的
年
金
控
除
は
７
０

万
円
を
基
礎
に
、
そ
れ
以
上
の
控
除
額
を
ど
こ

ま
で
引
下
げ
る
か
、
遺
族
年
金
非
課
税
制
度
見

直
し
も
焦
点
と
な
る
で
し
ょ
う
し
、
医
療
費
控

除
で
は
そ
の
対
象
を
極
め
て
限
定
的
に
す
る
も

の
と
予
測
さ
れ
ま
す
。

相
続
税
は
、
最
高
税
率
引
上
げ
と
基
礎
控
除

４
割
減
が
昨
年
決
め
ら
れ
、
課
税
対
象
者
の
拡

大
で
大
衆
課
税
化
が
企
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
は
、
大

企
業
や
大
金
持
ち
を
儲
け

さ
せ
、
そ
の
金
が
つ
か
わ

れ
る
こ
と
で
「
デ
フ
レ
脱
却
」
を
め
ざ
し
て
い

ま
す
が
、
高
給
取
り
を
狙
っ
た
給
与
所
得
控
除

額
削
減
は
、
こ
れ
に
反
し
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

安
倍
政
権
内
で
も
控
除
見
直
し
は
全
く
議
論
さ

れ
て
お
ら
ず
唐
突
な
感
は
否
め
ま
せ
ん
。
ま
た
、

こ
の
控
除
減
を
突
破
口
に
す
る
危
険
性
も
危
惧

さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
の
複

数
口
座
を
認
め
、
証
券
優
遇
を
温
存
し
た
ま
ま

で
の
控
除
見
直
し
は
、
取
り
や
す
い
と
こ
ろ
か

ら
取
る
と
い
う
批
判
も
免
れ
ま
せ
ん
。

大
綱
で
は
「
担
税
力
に
応
じ
」
と
書
か
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
を
生
か
し
、
大
企
業
・
不
労
所

得
者
優
遇
税
制
か
ら
応
能
負
担
の
原
則
に
立
ち

返
っ
た
民
主
的
税
制
改
正
が
の
ぞ
ま
れ
ま
す
。

十
二
月
八
日
閉
会
さ
れ
た

臨
時
国
会
で
は
、
自
民
「
１

強
体
制
」
の
も
と
で
、
特
定

秘
密
保
護
法
等
の
悪
法
が
、

下
記
の
と
お
り
次
々
と
成
立

し
ま
し
た
。

特
定
秘
密
保
護
法
、
日
本

版
Ｎ
Ｓ
Ｃ
設
置
法
、
自
衛
隊

法
改
定
等
々
は
日
本
を
「
戦

争
す
る
国
」
に
す
る
た
め
の

も
の
で
、
今
後
、
集
団
的
自

衛
権
行
使
の
解
釈
改
憲
が
危

惧
さ
れ
ま
す
。

暮
ら
し
で
は
、
社
会
保
障

プ
ロ
グ
ラ
ム
法
、
高
校
授
業

料
無
償
化
廃
止
法
、
生
活
保

護
法
改
定
、
生
活
困
窮
者
自

立
支
援
法
等
々
、
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
さ
え
を
も
破
壊
す
る

も
の
で
「
消
費
増
税
は
社
会
保
障
の

た
め
」
は
全
く
の
ウ
ソ
で
、
国
民
の

生
存
権
を
も
侵
害
し
て
い
ま
す
。

「
世
界
で
一
番
、
企
業
が
活
動
し

や
す
い
国
づ
く
り
」
に
関
連
す
る
産
業
競
争
力

強
化
法
、
国
家
戦
略
特
区
法
、
電
気
事
業
法
改

定
、
薬
事
法
改
定
、
独
禁
法
改
定
等
々
。
首
都

直
下
地
震
特
措
法
で
は
大
型
開
発
で
ゼ
ネ
コ
ン

の
利
益
を
優
先
さ
せ
、
研
究
開
発
力
強
化
法
改

定
で
は
、
有
期
契
約
を
延
長
さ
せ
る
等
研
究
労

働
者
の
権
利
を
侵
害
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
こ
れ
ら
悪
法
が
秘
密
保
護
法
で
の

自
公
に
よ
る
強
行
の
暴
挙
を
は
じ
め
、
国
家
戦

略
特
区
法
で
は
、
会
期
末
直
前
に
参
院
内
閣
委

員
会
委
員
長(

民
主)

を
無
理
や
り
解
任
し
、
与

党
委
員
長
に
差
し
替
え
、
た
っ
た
１
日
の
委
員

会
審
議
で
採
決
を
強
行
し
て
い
ま
す
。

「
違
憲
状
態
」
の
国
会
で
、
無
法
極
ま
り
な

い
自
民
「
１
強
体
制
」
で
の
悪
法
の
強
行
が
、

許
さ
れ
て
良
い
わ
け
が
あ
り
ま
せ
ん
。

来
年
の
通
常
国
会
に
む
け
、
国
民
的
監
視
が

重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

－３－ －２－


